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１ 地域年金展開事業の概要



地域年金展開事業の主な取り組み

◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を提供。年金委員
活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助言を
行うため、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年金制度
説明会を実施。
・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の周
知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

地域連携事業

職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や設置、
配付の依頼等。

年金セミナー事業

年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町村役
場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。地域相談事業

《本来の取組内容》
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２ 地域連携事業

（１）年金制度説明会の開催および研修会等への講師派遣状況
年金制度の周知を図るため、年金制度説明会の開催や関係機関・関係団体や企業が主催する研修会等に講師を

派遣しました。また、県全体の取り組みとして、県内年金事務所で講師を分担し、事業所への電子申請に関する説明
会や国民年金に加入した２０歳の方を対象とした制度説明会を開催しました。

４

事務所

社会保険協会
社会保険
労務士会

企業・その他 合計

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

山 形 ４回 １８３名 ２回 ６９名 ４回 ２６１名 １０回 ５１３名

鶴 岡 ４回 １４６名 １回 ３０名 ５回 ２７１名 １０回 ４４７名

米 沢 ３回 ７４名 ０回 ０名 ４回 １４４名 ７回 ２１８名

新 庄 ２回 ３４名 ０回 ０名 ２回 １０４名 ４回 １３８名

寒河江 ３回 ５９名 １回 １５名 ３回 ２００名 ７回 ２７４名

県全体 ー ー ー ー ２６回 ３２７名 ２６回 ３２７名

合 計 １６回 ４９６名 ４回 １１４名 ４４回 １,３０７名 ６４回 １,９１７名

(参考）
令和４年度

１６回 ４１４名 ６回 １９２名 ５３回 ４５７名 ７５回 １,０６３名



（２）関係機関・関係団体との打合せ等状況

５

年金制度の周知・啓発事業を推進するため、関係団体等との打合せ等を実施しました。主な取り組みは次
のとおりです。

・一般財団法人山形県社会保険協会と連絡協議会を開催し、年金制度研修会等への講師派遣や広報誌「社会保険やま
がた」へ年金制度の記事を提供するなど連携を図りました。
・山形県社会保険労務士会と業務連絡会議を開催し、年金相談窓口等の運営業務委託に関する調整や厚生年金適用・調
査事務にかかる打合せを行いました。
・全国健康保険協会山形支部と連絡会議を開催し、年金委員・健康保険委員功労者表彰式の開催や年金委員・健康保険委
員研修会などに連携を図りました。
・各地区社会保険委員会の定例会議等に出席し打合せを実施しました。

事務所

社会保険
協会

社会保険
労務士会

全国健康保険
協会山形支部

年金協会 官公署
地区社会保険
委員会 合計

回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数

山 形 １１回 １８回 ６回 ３回 １０回 ９回 ５７回

鶴 岡 ２回 ７回 ０回 ２回 ０回 ４回 １５回

米 沢 ３回 ０回 ０回 ３回 １回 ２回 ９回

新 庄 ２回 ０回 ０回 ０回 ０回 ２回 ４回

寒河江 ３回 ０回 ０回 ４回 ０回 ６回 １３回

合 計 ２１回 ２５回 ６回 １２回 １１回 ２３回 ９８回

（参考）
令和４年度 ２１回 ２５回 ７回 １０回 １１回 ２１回 ９５回



（３）市町村担当者との打合せ等状況

事務所
研修会 打合せ等

連携
（かけはし、ポスター・リーフレット

の送付等）

回数 参加者数 回数 参加者数 回数

山 形 ２回 １２名 ８回 ２５名 ２４回

鶴 岡 ２回 ２２名 ６回 ９名 ７回

米 沢 ２回 １９名 ９回 １９名 １３回

新 庄 ３回 ２７名 １１回 ２２名 １３回

寒河江 ２回 １３名 １０回 ２０名 １０回

県全体 １回 ３４名 － － －

合 計 １２回 １２７名 ４４回 ９５名 ６７回

（参考）
令和４年度 ２６回 ４０１名 ２５回 ５２名 ３８回

年金事業の円滑な運営・推進のためには市町村との連携が不可欠であることから、市町村の国民年金担当職員と研

修会や打合せを行いました。県全体の取り組みとして、市町村国民年金新任担当者を対象とした研修会を開催しました。
また、制度周知・啓発のため、市町村担当者向け情報誌「かけはし」の提供を始め、ポスターやリーフレットの設置依頼な
どを行いました。

６



（１）教育機関別の年金セミナー実施状況
次世代の主役となる若年層から年金制度の仕組みや必要性に理解を深め、納付意識の向上や年金受給権に結びつける

ために年金セミナー事業を推進してきました。 令和５年度においても、県教育関係各部署より事業の趣旨にご理解をいただ

き、各学校に年金セミナー開催を依頼しました。

元学校長の方に委嘱している地域年金推進員や年金事務所担当者のアプローチにより、多くの学校のご協力をいただき年

金セミナーを開催しました。

７

事務所

大学・短大 専修学校・各種学校 高等学校 中学校 特別支援学校 合計

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実
施
校
数

受
講
者
数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

山 形 ８校 ０校 ０名 １７校 １３校 ９４８名 １９校 ９校 １,５０６名 ２５校 ０校 ０名 ９校 １校 ２５名 ７８校 ２３校 ２,４７９名

鶴 岡 ３校 １校 １００名 ５校 １校 ２９名 １５校 ３校 ６１名 ２２校 ０校 ０名 ３校 ０校 ０名 ４８校 ５校 １９０名

米 沢 ３校 １校 ７７名 ２校 ２校 ５３名 １４校 ０校 ０名 １８校 ０校 ０名 ３校 ０校 ０名 ４０校 ３校 １３０名

新 庄 － － － ３校 １校 ５４名 ８校 ２校 ５３名 １５校 ０校 ０名 １校 ０校 ０名 ２７校 ３校 １０７名

寒河江 － － － ー ー ー ６校 ４校 ２８６名 １６校 ０校 ０名 ３校 ０校 ０名 ２５校 ４校 ２８６名

合 計 １４校 ２校 １７７名 ２７校 １７校 １,０８４名 ６２校 １８校 １,９０６名 ９６校 ０校 ０名 １９校 １校 ２５名 ２１８校 ３８校 ３,１９２名

（参考）
令和４年度

１４校 ２校 １０９名 ２７校 ８校 ４９２名 ６２校 １８校 ２,４４８名 ９６校 ０校 ０名 １９校 １校 ２５名 ２１８校 ２９校 ３,０７４名

３ 年金セミナー事業



「とても良い、まあ良い」と回答した人数と割合

年金セミナーを実施した際に、年金のイメージや講義内容、年金制度の理解度等についてアンケートを実施しています。ア

ンケート結果から、セミナー受講前とセミナー受講後では、年金に対するイメージが大幅に改善されています。

８

事務所

大学・短大 専修学校・各種学校 高等学校 特別支援学校 合計

受講前
人数
（割合）

受講後
人数
（割合）

受講前
人数
（割合）

受講後
人数
（割合）

受講前
人数
（割合）

受講後
人数
（割合）

受講前
人数
（割合）

受講後
人数
（割合）

受講前
人数
（割合）

受講後
人数
（割合）

山 形 － －
３８９名

（41.0％）
７８７名

（83.0％）
６８９名

（45.8％）
１,３０１名
（86.4％）

２１名
（84％）

２３名
（92％）

１,０９９名
（44.3％）

２,１１１名
（85.2％）

鶴 岡
６６名

（66％）
９３名

（93％）
９名

（31.0％）
２７名

（93.1％）
１９名

（31.1％）
４１名

（67.2％）
－ －

９４名
（49.5％）

１６１名
（84.7％）

米 沢
１９名

（24.7％）
７０名

（90.9％）
９名

（17.0％）
４６名

（86.8％）
－ － － －

２８名
（21.5％）

１１６名
（89.2％）

新 庄 － －
３０名

（55.6％）
４１名

（75.9％）
１６名

（30.2％）
５０名

（94.3％）
－ －

４６名
（43.0％）

９１名
（85.0％）

寒河江 － － ー ー
１１３名

（39.5％）
２４６名

（86.0％）
－ －

１１３名
（39.5％）

２４６名
（86.0％）

合 計
８５名

（48.0％）
１６３名

（92.1％）
４３７名

（40.3％）
９０１名

（83.1％）
８３７名

（43.9％）
１,６３８名
（85.9％）

２１名
（84％）

２３名
（９２％）

１,３８０名
（43.2％）

２,７２５名
（85.4％）

（２）年金セミナーのアンケート結果



４ 地域相談事業

（１）年金事務所以外での出張年金相談の実施状況

事務所 実施場所 実施計画日/回数 合計 相談者数

山 形 イオンモール天童 ６月・１１月 ２回 １９名

米 沢

長井市役所 ４月・７月・１０月・１月に各１回 ４回 １５名

小国町役場 ５月・８月・１１月・２月に各１回 ４回 １２名

白鷹町役場 ６月・９月・１２月・３月に各１回 ４回 １６名

新 庄
尾花沢市役所 毎月１回 １２回 ５６名

大石田町役場 偶数月に１回 ６回 ２６名

合 計 ３２回 １４４名

（参考）
令和４年度 ３２回 １３９名

年金事務所に出向くことが難しいお客様の利便性向上を図るため、出張年金相談を実施しています。

年金相談の周知・広報については、「日本年金機構からのお知らせ」に記事を掲載するとともに、市町村広報誌において

も記事掲載の協力を得て実施しています。

また、県民が年金を身近に感じてもらう機会を増やすため、大型商業施設を利用した年金相談会を６月と１１月に開催し

ました。

９



（２）ハローワークにおける説明会での年金制度説明会実施状況

ハローワーク米沢、ハローワーク新庄、ハローワーク村山では、離職者説明会の中で時間をいただいて、国民年金に

関する手続きの周知を図り、国民年金保険料免除制度の説明や相談を実施しました。その他のハローワークへは、離職

者への雇用保険説明会動画（ＤＶＤ）の視聴と年金制度チラシの配布を依頼しました。

開催事務所・場所 回数 参加人数

山形（ハローワークやまがた） ０回 ０人

鶴岡（ハローワーク鶴岡・酒田） ０回 ０人

米沢（ハローワーク米沢） ５７回 １,４６２人

米沢（ハローワーク長井） ０回 ０人

新庄（ハローワーク新庄） ５３回 ７１６人

寒河江（ハローワーク寒河江） ０回 ０人

寒河江（ハローワーク村山） ２３回 ７７９人

合 計 １３３回 ２，９５７人

（参考）令和４年度 １２４回 ２,６９５人

１０



５ 年金委員活動支援事業

１１

（１）年金委員委嘱者数

事務所
令和４年度末 （Ａ） 令和５年度 （Ｂ） 増減 （Ｂ）-（Ａ）

職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計

山 形 ６５３ ７６ ７２９ ６５４ ７４ ７２８ １ -２ -１

鶴 岡 ５０２ １５ ５１７ ４８３ １７ ５００ -１９ ２ -１７

米 沢 ４２２ １３ ４３５ ４１８ １５ ４３３ -４ ２ -２

新 庄 １３５ ８ １４３ １３７ ９ １４６ ２ １ ３

寒河江 ２７２ １９ ２９１ ２６８ ２２ ２９０ -４ ３ -１

合 計 １,９８４ １３１ ２,１１５ １,９６０ １３７ ２,０９７ -２４ ６ -１８

事業所数
（委嘱率）

２０,０４５
（9.90％）

ー
２０,２８７
（9.66％）

ー

年金委員とは、政府が管掌する厚生年金保険や国民年金の事業について、会社や地域で啓発、相談、助言等の活動を

行う民間協力員です。職域型と地域型の２つに区分され、職域型は主に事業所内での活動、地域型は自治会などの地域

において活動していただいています。

職域型年金委員の委嘱を拡大するため、短時間労働者の適用拡大を見据え、年金委員が未設置の５０人を超える事業

所への勧奨を行いました。依頼文書の送付や電話勧奨などにより、山形県内では４５名を委嘱することができました。

地域型年金委員の委嘱拡大については、教育関係者の委嘱を目指し、教育関係機関、市町村、自治会長など幅広く依

頼を行い、山形県内では１０名を委嘱することができました。

また、山形県年金協会連合会、山形県社会保険労務士会などの関係団体への年金委員推薦依頼を行っています。



１２

事務所 回 数 受講者数

山 形 ３回 ３３５名

鶴 岡 ２回 １７６名

米 沢 ７回 ２２９名

新 庄 ０回 ０名

寒河江 ２回 １０９名

全 国 １回 ２９名

合 計 １５回 ８７８名

（参考）令和４年度 １５回 ７１７名

主に事業所内で活動していただいている職域型年金委員を対象とした研修会を、全国健康保険協会山形支部との共催

により実施しました。また、職域型年金委員で組織されている社会保険委員会の各支部主催の研修会に、講師として職員

を派遣しました。

１１月に行われた「令和５年度全国年金委員研修」には、オンライン形式で２９名より視聴をいただきました。

（２）職域型年金委員研修会の実施状況



（３）地域型年金委員との連絡会等の開催状況

公的年金制度の相談や助言を行っていただいている地域型年金委員について、活動の活性化のため、県全体としては山形
県地域型年金委員連絡会を開催し、各年金事務所においては地区連絡会を開催しました。情報の共有や委員相互の交流を
図りました。また、広報誌「支えあい」や年金制度に関する資料の提供を行いました。
１１月に東京で行われた「令和５年度全国年金委員研修」には、１名が現地参加し、３４名がオンライ形式により参加をいただ
きました。

１３

事務所

連絡会 研 修 合計

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

山 形 ４回 ３５名 ０回 ０名 ４回 ３５名

鶴 岡 ３回 １４名 ０回 ０名 ３回 １４名

米 沢 ２回 １１名 ０回 ０名 ２回 １１名

新 庄 ２回 ６名 ０回 ０名 ２回 ６名

寒河江 ２回 ２０名 ０回 ０名 ２回 ２０名

県全体 ２回 １３名 － － ２回 １３名

全 国 － － １回 ３５名 １回 ３５名

合 計 １５回 ９９名 １回 ３５名 １６回 １３４名

（参考）
令和４年度

９回 ７３名 １回 １４名 １０回 ８７名



（４）年金委員の功労者表彰式の実施

多年にわたり年金事業の推進および発展に貢献された年金委員の方々に対し、年金委員功労者表彰式を全国健

康保険協会山形支部、山形県社会保険委員会連合会、山形県社会保険協会との共催により開催しました。

【開催日】 令和５年１１月２２日（水）

【開催場所】 山形グランドホテル

【受賞者】 厚生労働大臣表彰 ２名

日本年金機構理事長表彰 ５名

日本年金機構理事表彰 １３名

※健康保険委員からは、全国健康保険協会

理事長表彰１名、 全国健康保険協会山形支

部長表彰1２名が受賞されました。

１４

※写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。



事務所 取組結果

山形県内年金事務所
共通事業

令和４年度 年金委員・健康保険委員功労者表彰式
ねんきん月間

第１５回山形県年金ポスターコンクール表彰式

市町村・年金委員に対し「ねんきん月間」ポスター、チラシ、「ねんきんネッ
ト」リーフレットの配布

ねんきん月間

令和５年度 全国年金委員研修会 ねんきん月間

山形県社会保険協会主催「令和５年度 社会保険事務講習会」

通常事業ハローワークにおける離職者を対象とした説明会、資料配布

高校・大学等への年金セミナーアプローチおよび年金セミナー実施

米沢年金事務所
新庄年金事務所

出張年金相談 通常事業

山形年金事務所 出張年金相談会（大型商業施設） ねんきん月間

６ 「ねんきん月間」・「年金の日」の取り組み

日本年金機構は、厚生労働省と協力して11月を「ねんきん月間」、 11月30日（いいみらい）を「年金の

日」と位置付け、県民の皆様に年金制度を理解していただけるよう、積極的に公的年金制度の周知や啓

発活動を行いました。

１５



７ 第１５回山形県年金ポスターコンクール

東北厚生局をはじめ、山形県社会保険協会等7団体に後援をいただき、

県内の中学生を対象として、年金制度に親しんでいただくため、年金を

テーマとしたポスターを作成していただきました。

１６

【募集期間】 令和５年６月１日～令和５年８月３１日

【賞】 最優秀賞１点、優秀賞５点、入選７点

山形県社会保険協会長賞１点

東北厚生局長賞１点

【応募状況】 応募校１４校、総数９０点（昨年度１１校、９４点）

入賞者には、県内年金事務所長が中学校を訪問し表彰を行いました。

最優秀賞

寒河江市立綾南中学校 ３年
今井 颯希 さん

山形県社会保険協会長賞 東北厚生局長賞

鶴岡市立鶴岡第四中学校 ３年
佐藤 愛理 さん

米沢市立第一中学校 ３年
安部 梨緒奈 さん



８ 「わたしと年金」エッセイ

国民の皆様に年金制度に対する理解を深めていただくため、中学生以上を

対象に公的年金をテーマとしたエッセイの募集を行いました。

周知・広報については、教育機関、関係機関（団体）にポスターやリーフレッ

トの設置のご協力をいただいたほか、年金セミナーの実施とあわせて依頼しま

した。

【募集期間】 令和５年６月１日～令和５年９月８日

【賞】 厚生労働大臣賞、日本年金機構理事長賞、優秀賞、入選

【応募状況】 応募総数１,６０９点 （山形県の応募は１点）

１７

９ 第１９回山形県地域年金事業運営調整会議

地域住民の公的年金制度に対する理解を深め、制度の加入や国民年金保険料納付の向上に繋

がるよう、地域における支援のネットワークを構築し、地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図る

ことを目的として、地域年金事業運営調整会議を開催しました。

【開催日】

令和５年７月２６日

【議事内容】

・令和４年度山形県地域年金展開事業 取組結果

・令和５年度山形県地域年金展開事業 事業計画

※会議後、山形県商工会連合会 太田委員よりご連絡をいただき、会員向け機関紙 「商工連やまがた」

に年金制度の記事を掲載させていただきました。


